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が実感 として迫 って きますが、 まさに素晴 ら

しい卒業生が社会の各層で活躍 している姿 に

接す るのはこれこそ教師冥利 に尽 きるもの と

実感 しておる今 日この頃です。鈴木氏の横溢

す るバ イタ リテ ィー に拍 手喝集 を送 り、今後

益 々の発展 を祈念いた したい と思 います。

鈴木氏請演要旨

只今校長先生か ら御紹介を戴いた弁護士の

鈴木祐一でございます。そ もそ も私 は単なる

弁護士で とて も諸君の前でお話をす ることが

で きるような男ではあ りませんが、校長先生

か ら是非話 をといわれたその理由は、私の経

歴が少 々変 っているか らだ と思 っています。

つ ま り学生時代 「悪餓鬼」だった男で も、

努力すればなん とか「特捜検事」「弁護士」に

なれ る、 とい うことか らだ と思 います。

私 は昭和三十七年慶応志木高に入学 しまし

たが入学後 ラグビーに夢中にな り、その後大

学卒業 まで私の生活はすべ てラグビーを中′じヽ

に廻 りました。慶応志木高時代 には国体や イ

ンターハ イに出場す ることはで きなかった も

のの、大学では卒業の年昭和νЧ卜四年 に大学

選手権 で早稲田 と引 き分 け、抽選で慶応の初

優勝、社会 人の トヨタ自動車 には敗れ ま した。

しか し高校 。大学 とラグビーばか りというこ

とか ら 1ヽ然のご とく成績 は最悪、いざ就職 と

い う時 に 1ま あ まりの成績 |こ 就職先は皆無 とい

う状況で した。そこで学士入学 し直 し司法試

験 を目指 し、合格の後、「 11本 の国か ら暴 力団

をせん滅 しよう。悪 は許 さない」 との志の も

と検事 に任官 しました。 その後検事の仕事 を

続 けてい く中、暴 力団の 11前 をはね る巨悪 を

や つつけたい と思 うようにな り東京地検特捜

吉|`の 検事 に抜て きして戴 き数々イ「名疑獄事件

を|じ
11し て現在退官 して弁 i護 l:を や っている

わけです。私の経験 か ら諸君に走非申 し上 げ

たいのは「決 して諦め るな、努力すれば可能

た珀 とい うことと 「7く 合 l■Pに而|え よ、 そオ■が

バ ネになる」 ということです。私の司法試験

挑戦の時その惨 たんたる成績か ら「あいつが

司法試験 を受験す るなんて気違いだ」 といわ

れ ました し、特捜検事の ころ不可能 と思 われ

ることも可能に して きました。 それはやみ く

もにただ努力す るのではな く、事案 を分析 し

効果的 に懸 命 な努 力 を したか らだ と思 い ま

す。又不合理 に身 を置 くことは、その不合理

が将来のバ ネになるこ とは確実です。諸君の

健闘 を祈 ります。
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3期生～ 5期生

座談会

志木会の活 1生化 を図 ることを 目的 と して、幾 つか

の期 に分 けて、それぞれの志木 高校在学時の思 い出

を語 る
｀
座談会

″
が企 画 され るにいた りました。

今 回は 3期生 と 4期生、5期生 による座談会の模

様 です。

参加者 :菅野光男、品川仁、戸塚芳正、溝渕博 亮

(以上 3期生 )、 伊藤金 次郎、植松節司、立 岡進 (以

上 4期生 )、 関 山清、寺嶋延行、林成郎、藤井潤 (以

上 5期生 )

司会  古 い志木 高時代 の話 を知 りませ んの

で、当時の学校や学生の ことについて とか、

志本の環境 についてな どをエ ピソー ドをお、ま

えてお願 いで きれば と思 います。

立岡 今 日はここに 4期が 3人

来てお りますがね、 あの、 1年
か ら入学 した者 は残念なが ら一

人 もいないんです よ。 当時は編

人があ りまして、同僚の 2人は

2年の最 初 でね、私 は 2年の後   立 岡

期 か ら。 だ か ら在学期 間が まるっ き り 1年半

位 しか な いん です よね。 農業 高校 に。

品川  で も一 番 いば って る一

立 岡  そん な こ とはあ りませ んが (笑 )。 それ

に して も農業 高校 って い う名前 は間 か され て

い ま したが、 あの実習 はね。 も し入学 す る前

に知 って いた ら入 らなか ったで しょうね。

伊藤  当時の農業実習 は週 に一

度、朝 か ら 3時か 5時頃 までや

りましたオa。 そ ういえ
`よ

、 3日寺

におやつがでたかなあ、 さつ ま

い もとか じゃがい もとか。・・(笑 )。

植松  あの実習は、みんな喜ん   伊藤

でや ったのはいなかった と思 うけどね…それ

は辛かった。

伊藤 だけどあれ を一生懸命になってや らな

い とね、いい成績つけて くれないか ら。大学

それ を手で もってほ ぐしてねえ…  植松

まくんです よ。今やれ と言われた ら、で きな

いオょ。

一同 で きない、で きない。

菅野 そ ういえば、僕達 は「農高」「農高」と

言 ってい ましたが、志木高校 になったのは何

期か ら ?

戸塚  10期 か ら志木高で しょう。収穫祭だけ

はうれ しいことに、今 も残 ってい ますね。

寺嶋 収穫祭では一つ思 い出が

あるんです よ。先生は大館 さん

か建部 さん、おまえち ょっ と手

伝 って くれ と言われて、バ ター

とハムを作 りましてね、それ を

売 ったんです よ。

伊藤  僕 はハムをスモー クす るために ドラム

缶を逆 さにす るの を手伝わ されてね。売 るの

もや ったです よ。そ した ら、売上の中か らお

こずかいを もらいま してね (笑 )「 もらってい

いんですか」って言 った ら、「いいんだ よ」な

んて言われてね。

藤井 動物でいたのは、牛、馬、豚、鶏、あ

と
`ま

学生。 (笑 )

溝 渕  リヤ カー に千 した牧草 を

積 ん で′
|・ に近づ 〈で しょう。 す

る と、 わ っ と追 っか けて くるわ
|

けだ、牛 が。 で逃 げ るんだ よね、

棚 か ら飛 び上 って。 そ して また

追 っか けて 〈る まで そば まで行

って、サ ー ッと逃 げ るわ けです よ

藤井 乳 しぼ りもなかなか出ないんだ よね。

菅野  とにか く一面畑 と牧場。駅前だけに定

食屋があっただけだね。

溝渕 我 々の時代 はね、立教側がなかったん

です よ。志木高側 しか出 口がな くて、新座側

の出 日はなかったんですね。

,青 渓J

0

寺 嶋



1990(秋・冬)● Vo1 4

伊藤 一番 11い 出日は、電車が通 りす ぎた後

ホームを降 りて横切 ると、学校へ真 っす ぐの

近道なんだ。

溝渕 急 いで乗 るときなんか、

一 人が線路 を渡 って電車の前で

「待 って くれ～」 と言 っている

間に、みんなが どっ一 と乗 っち

ゃってね。運転手 とけんか した

ものです よ。 (笑 )

関山 東上線 もひどい もんだった。 2両編成

の、 まあ芋電車 といった ものでねえ。

立岡 当時、大船 あた りか ら通 ってた人 もい

て、暗 い うちに出て暗 くなってか ら帰 つた。

林  逗子、鎌倉や千葉、船橋か らも通 ってい

ましたね。

藤井 僕 なんか 日吉か ら渋谷に出て、池袋か

ら志木へ通 っていましたが、何 とな くポイン

トで 日吉 に行 く奴 とすれちが うんだ よね。

立岡 で も日吉の高校生の方が不思議 に思 っ

たで しょうね。

品川 む こうは農高の こと、あ まり知 らない

ようで した よ。慶應は 日 I・ Iし かないっといっ

た具合いで。 (笑 )

藤井 野球部 は 日吉 と定期戦 していたか ら連

中は農高の こと知 っていたけれ ど。

品川 僕 なんて体操 で しょう。だか ら毎 日練

習 に行 くわけ、三田か 日吉 まで。試合に出る

ときは慶應高校て,し ょ。 ifl体 に日当た ときも、

慶應高校 とい うことで してね。非常に複雑な

心境だ ったですね。

選挙権のある生徒

戸塚  そ うい うこ と もあ ってか、志本 の生徒

は色 々個性 的 で年齢 の幅 もあ った ものの結束

は強 か った。

寺 嶋  池 袋 なんかでね、他 の学

校 の奴 らに因縁 つ け られ る。 そ

うす る とね、一致 団結 す るんだ

よな ぁ。― 全員 うなず く―

関 山 田端 の駅 で も一 度 あム、れ

て しまった事 が あ ったね。相 手

は城西だ ったな。

伊藤  いや城西は助 っ人を頼んだんだ。

藤井 僕たちは早慶戦の前 に日占の空手部の

連 中 とや って しまってね。昔の後楽園ホール

の ロビーで。 あれは もう大 さわ ぎ。

戸塚  年齢の幅 も広 くて、志本の生徒 はお じ

さんばか りでびっ くりしました よ。 当時22才

位の方 もい らしたん じゃないですかね。

関山 年齢制限はなかったんだろ うね。

菅野 選挙 に行 くっての もいたね。(笑 )ほ ん

とうに4iっ たかは矢口らないけれ ど。

品川  あ と表 向 きは 大学 生 なん

だ よね。 だ か ら池 袋で ボ タ ンを

取 りか え るの よ、 全部。 帽子 は

とれ ばわか らないで しょう。 で、

酒 を飲 む わ けだ。 こ うい ったお

っ さん もいれ ば、 いかつ いた 人   品川

もいた。 今思 い出す の は原 田 さん。学校 終 わ

るで しょう。 門の前 に彼女 を待 た して い るん

です よ。 これが 素晴 ら しい彼 女でね。 み ん な

遠 くか らこ うや って眺 め て、 す ごい学校 だ な

ん てね。 (笑 )

菅 野  そ ろばん塾の 先生 もきて た もん な一。

自由な校風、身心に染みる

林  1ダF旅行は九り11に 行 き、 rl:津 の福沢 先生

の生家 を訪問 しま した。

植松  4期 は修学旅 4千 なかったか ら、 5期か

ら始 まったんで しょうね。

藤井 修学旅行ではね、別府の旅館で引率の

先生 と一緒 に酒 を飲んだ記憶がある。

戸塚  もっとも現実 |こ は、 たばこは うるさい

し、酒 も学則で決め られていた。

立 岡  それか ら制服 もうるさか ったで しょ

う。つめえ りの学 Ji服 を着 ない とね。

品川  学 帽 もかぶ って いない とうるさか っ

た。 もっとも、あの当時 は慶應はあこがれだ

ったんだけどね。

戸塚 福沢先生の命 Hに は毎年墓参 りに行 き

ま したね。今 は自由だけど。

立岡 あの ときは もう半強制的ですがね。

0
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品川  お墓参 りに行 くと留 年 しな い って い う

ジンクスが あ るんで行 った けれ ど。

伊藤 だいたい福沢先生の命 H

がすむ と期末試験が始 まるのか

な。 2月 3日 ですか。

寺嶋  2月 の 3日 ね。だか ら、

お参 りしとけ よってい うんで、

各高等r封交、中等部、みんな米

て、ぞろぞろ 目黒の駅 か ら歩いてい きました

よ。

菅野  それか ら、宮崎校長が『:｀杵間のすすめ』

をや っていたで しょう。

伊藤  あの文庫本でね。みんなこれ買いなさ

いって言われてんの。

寺嶋 宮崎校長は 1週間に 11り lだけど、『福翁

百話』 を紹介 して くれ ました。 これがね、 1
週間に 1つ テーマ を決めて、それを先生が解

説 してい くの。 ところが我 々、読めないんで

す よ、 これが。

伊藤  『福翁百話』の中でね、そ

ろばんていうの を、 とろばん と

書 いてあるんです よ。「 |^」 とい

う字 |こ 「呂」、それに「盤」と書

いて、 これはそろばんの ことだ

よって宮崎先生おっ しゃってい

たね。

寺嶋 みんなでその本 を もって 1行ずつ くら

い読むわけです よ。 それで、先生が 国語体 に

して くれて説明 して くれ る。私 1つだけ覚 え

ててね、実践 したんですけれ ど。「早婚必ず し

も害な らず」 って、学オ交でてす ぐ結婚 しまし

た。 (笑 )

林  こういう点で も、慶應義塾に学んでいる

ことを、や っぱ り身に染みて思 うね。管理教

育でない自由な校風 は慶應義塾の 3つ ある高

校の中で も一番いいん じゃない

かな ぁ。

藤井 それに自然 を相手に した

か らね。 これは大 きなこ とです

よ。 自然 を友にで きるなんて、

人間形成 に最高 じゃないですか。

品川 僕 らの頃は校歌があったな、農業高校

σ)オ ュ。

植松  4期 に高橋 ってのがいるんですが、 こ

の親父が有 名な作詞家で作 って くれ ました。

溝渕 最後の慶應農高、農高って所があるん

だが、あれ をね、みんな慶應、慶應、慶應 っ

て歌 うんだ よね。 (笑 )

釣 り愛好会 は私 た ちが 2年生在学 中

に、釣 り好 きが集 まって結成 されたサー

クルである。

夏休みを利用 した南房総相の浜での合

宿は今で も鮮明に記憶 が残 っている。明

け方や 夜 を主体 に 1日 12時間 に及ぶ釣

り、 日中の釣れない時間帯の海水浴等、

1日 4～ 5時間の睡眠で良 く続 いた もの

である。夜釣 りの時、夜光虫で輝 く水面

に漂 う電気 ウキの淡 い光が満天の /HFに 透

け込みそ うになる光景が まぶたに焼 き付

いているのは、感受性 の強い年令だ った

か らか もしれない。

「同 じ釜の飯」 にこだわるわけではな

いが、 当時の仲間達 と月 1回 の会食 と年

1～ 2回 の釣 りを兼ねた小旅行 を重ねて

来た。途中、転勤等で参加人数が少な く

な りつつ も、今だにこの集いは続 いてい

る。 また、年末 は「牛尾先生 をlJHむ会」

を開催 し先生 と語 らいの場 を持つ会 も継

続 している。そ う言えば、わずかな睡眠

時間の合宿中、全ての活動 を指導 された

先FLは、 当時今の私 たちの世代。 只々、

その体 力に敬服す る次第である。

(i也 ,IITIlrィ ′彦  :己 )
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収穫祭に再び参画

春の一コマノ

「 時 はめ ぐりて……

あの収穫祭 にい ま一度

会員諸兄に とって高校生活で｀
思 い出深 い も

の とはなんで しょうか。

収穫祭、 クラブ活動、農芸、それ ともガー

ルフ レン ド ?

一度は母校 を訪ずれてみたい。そんな思 い

はどなたに もおあ りと存 じます。収穫祭 はま

さに絶好の機会。志木高校 にはいまも武蔵野

の面影が随処 に残 っています。秋の一 日、 lFl

友や ご家族お誘 い合わせの上お運びいただけ

ませんか。

そんな皆様のため志木会では昨年 に引続 き

左記の企画で皆様 をお迎 えす ることにな りま

した。

更 に当日は在校生諸君の展示や対校試合等

多 くの興味 あお、れ るイベ ン トが企 l■lさ れてい

ます。

|1月 4日 (日)12鴫「30`か

体育館 (入場無料 )

慶應志木高校収穫祭

○福引 アン ド サ ロン

日時 H月 3日 (■l、 4日 0
場所 志木高校会議室

(行 'll委 11)

L

:寮
生注 目″ 収穫祭 l_R結 せよ″     費用 レンち くれJ代 _kT Ч也.ハ ーテ 召 k無料

:

口 「つち くれ」想い出の閉舎号完成 /         トレンデ ィな後夜祭 もお楽 しみ 卜さい。      日

l・ 成 tよ軍F策程環ふ浩tT倉 l11114T糠
始

…
判 枷 出い 引 i幣 朽 代

:

参 千円 を ド記 |1座 にお振 込 ドさい。終身会 安 米納  |

li策せ]羊ξ「「海:i窪萬二耳1智で11缶繰
妨鋼様亀    :振込先 第一ll業銀行井て京中央支

"i tti重

預金   |

|1峰勇農l貫十サ轟ilみ祥t撃含…
中   崚 瑯    l

名 儀  慶 感義塾′よ木 |ち 竿学校 寄 i71合 同窓 会    |

:日 時 懺

"¬
硯 I訴 1而 l午 後 劉 脚    L塊

会 飯 同 本経 世    l
※会 llr等 ||liい 合せ 先 須 ′ヽ泰 :1         日
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名簿委員会よりのお願い

来たる平成 3年の名簿改定にあたって以下の会員の方々の住所などが不整備です (平成 2年 9月 20日 現泊1)。

より充実 した名簿発行のために会員皆様のご協力が、ぜひとも必要です。お忙 しいこととは存 じますが、調査

方々お願い致 します。判明 した方については肺l封のハガキにて事務局までご一報の程をお願い中 し 11げ ます。
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桐野 耕二

塚本 勝巳

豊国  達

中田圭太郎

串田  薫
斉藤  博

畠山 尚志

山本 礼二

吉田 隆司

井上 博史

柴  俊一

鈴木 晋一

日l熊 大二

田畑 譲司

豊村  隆

福興 宜治
山中 義博
須山与志雄

⑩

木安 速男

高本  忍

高梨 和大
深沢 孝雄

渡辺 弘章
小倉 敏弘
左藤 裕章
相馬 堅一

田中 康之

高田 秀雄
沈  正春
土尾 雄司
戸所 邦弘

宮嶋  泰
森田 栄一

秋吉  満

井上 隆志

伊藤 裕章
岡田  章
佐々本英雄

佐藤 信雄

菅谷 一博
鈴木 敏文

関根 一彦

石倉 啓吉

金沢 正人

金成 弘毅
小寺 方之

杉本  東

津久井高志

野村龍一郎
松本 弘志

松高 元志

山崎 康
=l

伊藤  博

飯村 和之

風尾 幸彦
風嵐 祥平
小松 威彦

清水 克史

松本 広之

南谷 尚志

新tu 直也

高木  潔

時友 謙吉

松本  正

油納 正雄

石田 克彦

木崎 昌弘
口l久  浩志
lt  正春
寺沢 朗大

中島 史雄

檜貝 洋介

松田 敏宏

藪 ド 敦大

渡辺 律大
明石 弘道

菅丼  毅
高橋 広見

谷日 善一

千塚 隆一

徳納 啓樹
松岡 晴美
山田  裕

青木 青L大
五十嵐友一

伊藤 英作
L村  肇
近藤 有司
宮林  寛
武藤 和壼
矢守  茂

米沢  篤
小松 栄二

佐野 吉弥
坂日 博邦
仲西 員実

萩原 利昌
三浦 常雄
向山  純

オす田  貢
山口  豊
吉井 仲二

十林 利明

小池 秀彦
小林 雅春
近藤 幹夫

杉谷 卓志

高山 宗久

1三井  良

鶴田 雅明

原  和史
三井 禎浩

北島 一也

寺田  孝

中島 康輔
中野 lH則
野原 善之

原 文比古

藤原慎太郎
大山  親
神原 雅人

川手  隆

北原  衛
堀内 広宣
山県裕一郎

内野 三朗
大野 哲博

門田  敏
りII L 純一

小島 俊郎
清水 利男

菅井  毅
土井 繁輝

根岸 オL吉

長谷り|1元 彦

福井  泉
安井 浩平
山田 泰弘

横山  裕

木富 幸治

田中 茂之

武田 治二

塚田 治伸

長井 秀夫

長沼   昭

仁平  明

藤倉 康雄

古川 放幸

増原  修

山lu 康介

安保 清史

井手  宏

石崎 洋司

江成 宏之

江森 洋一

1し ,11 慎介

lT」 枝 宏之

倉持 孝夫

小泉  員

小倉 茂雄

五味 良男

佐々間雅一

佐藤  仲

佐野 憲一

田蔵 信裕

田野口 仁

竹中 敏雄

塚本 拓司

豊島 呂司

中村 滋男

藤堂  誠

町田 秀隆

松本 裕之

依日1 呂久

稲lu 達也

宇野 雅彦

笠原 次郎

雲谷 雅昭

小林 秀行

近藤  祐

桜井 裕久

地引 正紀

関日 豊昭

宗 幸寿郎

詫間 康正

友永 聡明

平田  卓

藤瀬 泰義

森田 賢一

米日l 洋一

李  原守

輪湖  有

若井 勝廣

渡辺 規人

石沢 輝之

市村 隆夫

金El -lF
ロ ド部 健

小林 和良

御前 正宏

合瀬 公利

近藤 幹大

沢Πl 尚史

関  典之

高野 健吾

竹本 哲朗

辻  正入

内藤 孝之

飯沼 芳久

飯室 H“宏

市川 久伸

海老原一人

大森 正之

加藤  博

木山 靖史

後藤  博
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成瀬 正一
二瓶 晴郷
新Ill 良一

深井 正宏
松井 一朗
水谷 幸雄
矢野 文之
伊部 茂晴
石田 恒文

今井 博史
小原 俊彦
小山田 仁
鎌Ill 尚利
後藤 安秀
桜井 哲夫
田中  聖
田原 敦男
高鳥 義修
高久  篤
中村 康夫
根岸 荘吉
野田  浩
平野  暁
細田 正典
牧内  俊
正岡 裕章
九日 典紀
丸山 由行
三沢 孝彦
宮下 邦彦
柳原 伸好
吉川 正明
上野  計
上原  裕
加古川勝由
片岡 正憲
川村  元
本元 正士

斉藤 幸広
西平  彰
森  仲之
善本 達明
和al  哲

青木 信也
角倉 清晃
木村 孝洋
ltl田 博之
安藤 秀泰
飯田 俊哉
石井 勝也
石松 智弘
岩田 一朗
内海  徹
小松 康孝
中島 康仁
西田 健次
浜田 弘道
堀谷  卓
宮崎 博行
横田 光弘
遠藤喜一郎
大上祐一郎
左京 龍治
染谷  均
田川 雄一

中野 幹也

広中 紀男

界野 晴彦

増田井出大

佐藤 俊一

杉本 拓 pl

竹野 延男

竹林 』:雄

徳山 鐘雄

林   裕

本田 真朗

村戸 英仁

青戸 雅之

大田 故品

加藤  篤

茂松 直之

須賀 武文

竹内  斉

古川 雄一

増田  聡

森  仲人

安岡 博之

河本 淳孝

諏訪  宏

竹田  忍

角田 周作

渡辺 宗樹

磯村 美樹
岩井 仁司
大熊 伸治
大野 太郎
唐木 昭浩
木村 親永
菊池  真
ヨL村 秀和
国貞 泰生
斉藤 圭二

関[1 陽介
藤田 稚明
横井 俊郎
井上 泰宏
伊崎 寿之

岡田 重和
桂  昌義
鈴木 博史
民長 憲生
堀  聡志
松本 浩之
峯岸  均
武藤  潤
安部竜一

'F伊藤 彰浩
斎藤 純寛
田中 和之
戸高 克彦

鳥羽 克治
中村浩一郎
長屋 文隆
西川  洋
山岸 行人
山崎 裕史
弓削 一郎
明石 達也
裏地 正明
炉沢  一
釜堀 裕久
小泉  繁
小山 恵介
桜庭 智裕
自波瀬丈一郎
関「1  勲
高橋 路彦
中島  拓
平日l 篤司
平野  哲
井「1 益宏
岡HJ 裕之
加藤 浩之
金成 洋之
小柴  俊
桜丼 敬三
須BJ 俊彦
田中 和之
野沢慎一郎
原  琢也
広田 智之
山[]仲幸
吉本 幸生
阿部 智彦
岩田 丈二

岡崎 友重
金子 泰三
久米 俊郎

佐々木公明

佐藤  宏

野日1  事

真島  積

師i田  光生

横山 邦彦

安達新一郎
阿部  滋
角柄 明彦
釜堀 裕久
り|IL 十一

須崎  浩
福田 雄彦
山田 守之
小島 孝博
小杉 公二

鋤柄 淳一

鈴木  忍
田中 秀樹
中村 明夫
若林 裕一

池田  大
岡田 光司
松村 俊雄
後藤 明彦
相,賜  稔
11中  真知
長沢誠一郎
松谷 和昭
吉田  真
石黒 謙一

梅田  潤
加藤 幸司
河間 一説
佐伯 治俊
坂本  隆
中村  晃
橋詰  豪
安田 一則
山路 敦史
山田 耕次
石井 常雄
大前 博昭
奥田 1:幸
久保田恭治
吉川  広

植田 慎治
内田 清丈
開高 直人
山崎 俊朗
青木  隆
飯塚 元一
日田  進
二藤 浩史
重松 雄一

松葉 芳郎
緒方 憲司
鎌田 慎一

平等  計
高瀬 良二

高橋  正

福岡 靖晃
堀井 仲也
水野 雅一

宮崎 敏克
上野  大
大久保 豊
立松 明雄
舟本 義明
松田 充浩
安藤  啓
塩川 秀樹
高椋 喜幸
野路  研
森  弘之
青木 潤一

小林 伸行
佐々本 徹
新城 毅彦
高橋  功
竹島 哲也
村田 明弘
[]良  淳
吉田 宏志

阿部 守雄

伊沢  豊

伊東  匡

大塚 信之

高田  昇

平田 政行

村田 尚久

森  剛一

森本 泰暢
吉田  敬

池内  豊

!1薗  英樹

梅村  洋

大田 恵一

甲斐下方俊

佐々木直人

四條  享
IJ辺  俊夫

高東 雅志

0

中村 呂義
成lII    IPl

和:‖ 一彦
大滝 正明

'可

|]勇
'台白石 丈典

新村  浩
細井 貞男
屋代 真孝
内林  微
緒方 寿夫
小宮山和太郎
小山  淳
古垣内 .聡
多和田博一

大胡 俊武
中村  淳
宮本 呂幸
村重  望
山下 浩史
米谷 慶一

大谷 直誉
北島 英樹
高椋 喜幸
鳥居 映彦
名古屋利夫
原  秀博
九田 秀実
上田 晋百1

小沢 治之
小野塚 淳
尾形  修
大曽根尚

=I
茅野  徹
倉持 英樹
阪本伊知郎
篠田 敏暢
清水 茂仁
親崎 隆志
高橋 直人
徳田 仲一
長谷川哲也
藤村 直幸
横山 宗大
吉田  晋

植島 俊幸
馬野 俊彦
榎本  裕
門叶 充弘
高波 仲一

横田 良治
荒井  =I
川真田 潔
佐久間隆成
松田 誠太
山本 英行
大川 正宏
大坪 俊一

菊地  光
二宮 庸輔
西川 直樹
橋本  徹
半沢 雄喜
九山 竜一
山田  晃
石附 知美

大森 信彦

木津 光司

木村 俊一

高橋 達雄
東泉 吉彦
永山 昌宏
真鍋 佳通

浅見 朋直
沖永 和貴
志田 正人

神宮=l 隆

高林秀一郎
寺田  洋
中村 耕一

山田 容敬
大里 恒之
黒田 直哉
込戸 龍男
杉岡 正寛
園田  彰

鈴木 宏治

宇賀神 隆

北  裕光

内倉真紀人
大久保和征
城戸 卓人

寺本 宏国
友好 真一

半谷  順
長谷り|1 洋
林  信濃
松本 和也
山田 鉄水
阿部  浩
伊藤  嗣
大塚 真彦
久野 俊也
佐竹 直樹
長久  聖
平山 光恵
大塚 和男
外尾 竜一

中根 貴弥
西脇謙二郎
古沢 秀彦
松岡 洋介
八木  隆
安達 篤史
綾井健太郎
高野 禎泰
宮本 雅洋
元橋 豊秀
安富  淳
山下 昌彦
稲村 隆司
野矢  敦
服部  寛
樋日 恭行
岡田 直也
佐 木々俊太郎
増田 幸弘
横浜 雅彦
渡辺  亮

関  雅文
立田 雅人

富岡  浩
新美  誠
加藤 宣之

倉島 一浩
中村 宗之
室中 健 pl

渡辺 直哉
安斎成一郎

有田  真

岸沢  進
大野 啓史
高松慎一郎
横田 哲郎
久保 修一

庄山恵一郎
rl川 智章
瀬戸川賢二

田中  充
西本 新也

大沢 宏樹
[1下  徹
松本 康一

佐々木隆政
加藤 哲也
杉山  透
樽見 健治
中川 正一

西沢 一嘉
満田 理夫
湯田 貴史
脇谷 英治
石谷 樹人

金  周換
真鍋 宜剛
山田 浩三
小川 fl宏
大石  学
大原英二郎
斎藤 正則
中野 智之
二瓶  洋
森   修
山崎  猛
和田  悟
原 啓一郎
山本 浩司
渡部清一郎

⑪
納所 仲樹

村橋 J:之
山日林太郎

瀬戸 研司

萩野 啓太

松川 哲也
11野 健二

川又 陽介

誠

司

明

靖

展

藤

塚

田

安

石

長

宮崎 小吾

毛利 裕二

東海林 毅
坂ユ1 利行
柴lll 律雄
加藤 朋之
上原  淳
桜井  武

瀧山広一郎
沼田 武彦
三好  豊
森本 悦朗
松永源太郎
安弘 裕二

田中賢一郎
古屋 直人
上野  直
河田 一良「
中オ1 直人

葛西 克彦
土Fl 成彦
西川  ・II

川又 寛之
菊池 衛都

池Πl 博一

大塚  剛
林  浩之
松本 圭大
北田  亮
世良  州
津村 正晃
富原 大雅
羅  伯丞
粟倉 高志
大森 貴大
香村竜一郎
日高 崇介
鳥越  修
内藤 昌史

中嶋 崇人

福FI  泰
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お 矢口 ら せ

●平成元年度事業収支について

｀
「

成元年度の事業収支は ド記の とお りとな りま

したので、お知 らせいた します。

MESSハGE

4.854.001

450.000

348,652

88,000

31,320

539,330

419,705

14,832

2,805,617

●維持運営会費の入金状況について

6月 に御依頼いた しました維持運営会費の入金

状況は次の とお りとなってお ります。米納の皆様

におかれ ましては、趣旨をご理解の うえご協力い

ただ きた く、 よろ しくおlfrtい 中 し上げます。

慶應志本会 維持運営会費入金状況

(｀ |を成 2年 8''31日 現在 )

1) 在籍者数はダブ リ (約 100名 )及び死亡

等を含む。

振 込者 で無記 名者 あ り。

ダブ リ者 入金分両期 と も入金扱 い

なお、本件 に関す るご11会 は、ド記宛お願 い します。

幹 11長  大谷  熙 (1期 ) TEL632-0005

財務 委員  人 ,並 賢二 〈12期 )TEL231 1231

繰 越 金

名簿 収 入 及 び

維 持 運 営 費

入会 金

広 告 収 入

寄 付 金 J文 人

パ ー テ ィ券収 入

収 稚 祭 事 業

ネ ク タ イ事 業

新年会費

7rl金 利虐、

収入「十

5,002.500

450,000

52.000

16.000

151,233

51,396

76,000

64,725

375.251

会報 費

人件 費

会議・I12

式 典 費

交際 費

事 務 Lう

通 イtキ 費

事 務費

送 金手 数 料

パ ソ コ ン費

支 l‖ |:「

繰 越 令

9,551,457

9,823,794

19,375,251

収穫祭の準備だったのだろうか。夜 までず′校に

いた。柿畑へ柿 を盗 りに行って、見つか り、一人

日は野火 1卜 を飛び越 えたが、二人目は落ちた。 Fl

期の会の一つ話。

り〕はだれで も、「1分の中に一人か二人の少年を

同居 させているという。「収穫祭」と開けば、たち

まち少年。血が騒 ぐ。 (馬 )

⑫

4:籍 者飲

名

会費ツ、込者

名

夕、込率

% `:希

者数

名

会 trrツ、込者

名

払込率

%

1 (31 33 0 270 20 4

2 23 3 166

9 18 8 12

4 45 26 161

5 358 ,2 119

25 29 4 27 35 14 1

7 22 4 161

8 94 277 10 8

9 25 9 161

40 253

18 27 5 28 107

27 2 20 82

193 136

14 114 98

57 22 0 11 159

21

17 25

126

19

150 ‐
――

均

べ
‐・
平

1 344

37 3

179%
179%259 22 1
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